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教 授就任 にあたって

精神医学講座 教授 千 葉 茂

本年9月1日 付で、旭川医科大学医学部精神医学

教室を担当させていただ くことにな りました。教授

就任 と同時に不慣れな仕事が次々に押 し寄せてまい

りまして、無我夢中のまま、早3カ 月が過 ぎようと

しております。まだ実感が湧きませんが、初代教授

森田昭之助先生、二代日教授宮岸勉先生(現 名誉教

授)が 築かれた教室を発展 させていく責任の重さに、

身の引 き締まる思いが致 してお ります。

私は昭和48年 に道立札幌南高等学校 を卒業 し、同

年旭川医大に一期生として入学致 しました。入学時

には大学の校舎は無 く、半年間は北海道教育大学附

属旭川小学校の旧校舎(北 門町9丁 目)で 学びまし

た。この時期は超過密スケジュールで講義が組まれ、

教官、事務の方々はもちろん、我々一期生にとって

も大変で したが、「よく学び、よく遊べ」の教えに

従い、入学後ただちに私はバスケッ ト部を結成致し

ました。当時、部員は2名 のみで した。現在、私は

旭川医大バスケット部顧問とOB・OG会 会長を務めて

お りますので名簿を調べましたところ、現役部員69

名(男 女合計)、OB・OG会 員87名 の大所帯 に成長 し

ていることが分かり、隔世の感を抱いた次第であ り

ます。

私は、昭和54年 本学卒業後、ただちに母校の精神

医学教室に入局致 しました。教室では初代教授森田

昭之助先生によって生物学的精神医学に根差 した精

神医学が志向され、神経病理、神経化学、神経生理

(脳波学)の 各研究室が開かれました。私は卒業と

同時に本学大学院に進み、以後、種々の精神神経疾

患の病態および治療に関する脳波学的研究を進めて

まい りました。昭和59年 に大学院博士過程を修了 し

た後は母校の教官 として後進の教育 ・研究指導にあ

たり、現在に至っております。

振 り返 ります と、旭川医科大学が開設されてから

四半世紀が過ぎようとしてお ります。本学開設以来、

私は教官の皆様から貴重なご指導を賜 り、また、医

学の多 くの知識や考え方、北海道医療の歴史などを

勉強 させていただきま した。これらの教えは、私が

医師 と しての仕事 を進め るr.で 何 ものに も換 えられ

ぬ財 産 にな ってお ります。 さらに、本学 同窓会の多

くの優秀な同僚 ・後輩 に恵 まれた ことは、私 にとっ

て誠 に幸運であった と実感致 してお ります。

研 究面では、1992年6月 か ら10カ 月間、文部省在

外研究員 と してカナ ダ国ブ リテ ィッシュ ・コロンビ

ア大 学医学 部キ ンズ メン神 経研究所JuhnA.Wada教

授の もとに留学する機会 に恵 まれ ました。Wada先 生

はて んかん学 と神経学 の世 界的権威 と して知 られて

お り、また、1992年 にはカナダの最 高位文化勲章 を

授与 され ま した。私 は、 この留学 を通 して、医術 と

医学の本質 を知る ことの重要性 と、卓越 した研究 と

学問 に支 えられた教育環境の大切 さを知 るこ とがで

きま した。私の教 育 ・研究者 と しての根幹 を形成す

る上で、極めて貴重 な留学経験であ った と存 じます。

私 は本学 を卒業する時 に、精神医学は将来す ばら

しい発展 を遂げるであろ うと考 え、精神科 医の道 を

選 びま した。そ して現在、精神医学は急速 に発展 し、

複雑化す る社会の中で私 ども精神科医の活躍 の場が

大 いに広が りま した。 この傾向 は、今後益 々強 くな

るこ とで しょう。二十一世紀 は 「脳 と心 の時代iに

なる と存 じます。 これか らは、広 くニ ューロサ イエ

ンスの進歩 を取 り入れながら心の病の病態 を解明 し、

これを癒す こ とが精神科 医に求め られてお ります。

本学 の医学生や若い研究者 には、新 しい精神医学 を

目指 して どしど し仕事 を進めていただ きたい と期待

してお ります。

今後 とも、皆様 方のあたたか いご支援 とご指導 ご

鞭 捷 を賜 ります よう、何 卒宜 し くお願 い 申 し上 げ

ます。
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教授就任挨拶

外科学第一講座

97年11月1日 より旭川医科大学第一外科を担当さ

せていただ くことにな りました。当教室は北大第二

外科の流れをくみ、北大の外科教室を郷楡 して"切

り過 ぎの一外、手遅れの二外"と 言われますが、そ

の後者の系列であ り、私は3代 目となります。私は

久保学長(当 時助教授)に 肺の手術を教わるべ く3

年間のつ もりで昭和52年 春に旭川医大に赴任 しまし

た。当時の医局は教授以下総勢8人 で全ての外科疾

患 を診療 しました。私は下か ら2番 日で、先輩に
"笹嶋狂授"と 言われたのを思い出 しますが

、いつ

の間にか20年 が過ぎて しまいました。

第一外科におけるこの20年 間は、私の外科修練の

全てであ り、およそ2000例 に手術 を行い、106例 に

再手術をし、48例 が亡 くなり、39例 を病理解剖 し、

一方、350頭 あま りのイヌを使用 して動物実験を行

い、外科治療成績向上のために試行錯誤を続けてま

い りました。循環器手術の基本単位は血管吻合の繰

り返 しと言っても過言ではあ りません。血液が必要

な量流れ得る内腔スペースを過小 にも過大にもなら

ないよう確保 し、血行力学的に至適な条件 を与える

べ く流路 を形成することが求められます。拙劣な手

術手技 により発生する血行路の狭窄は、大口径血管

では心臓の過負担や症状の悪化を招 き、小 口径では

急性血栓閉塞を結果 します。これを生 じないために

外科医は心血を注いで縫い目を"ミ シン目"の よう

に規則正 しく、吻合部外観は形 よくなるようにと修

練 し、これが今 なお外科医の質を評価する重要な基

準 となっています。しか し外科医のこのような思い

込みは、治療成績向上の要因として本質的でなく、

実際、正 しくあ りません。すなわち外科縫合部を治

し、また血液を順調に流 しているのは、生体を構成

する細胞や基質が機能 していればこそであり、周知

のように種々の人工臓器埋め込みや臓器、組織移植

手術に見 られる如 く、細胞機能が失われた材料では

いかに外科医が上手に縫合 しようとも期待する結果

は得 られないのであります。そうしてみると外科医

がなすべ きこととして、縫い目や形は程々にして、

教授 笹 嶋 唯 博

できるだけ早 く生体機能が回復、発揮で きるような

環境に戻すことこそが手術成功のための最 も重要な

ポイントであるといえます。最近私は、釣った魚を

料理する(解 体する)趣 味を持ちました。骨にでき

るだけ身が残 らないように3枚 におろすことであ り

ます。種々の包丁 とハサ ミを取 りそろえ、25年 間の

外科修練の成果 として、大変 きれいにでき上がるの

であ りますが、いかんせん時間がかか り過 ぎて出来

上がった頃にはすっか り鮮度が落ちて、刺身では誰

も食べないのであ ります。まさに勘違いの外科医が

や りそうなことであ りますが、結局、多少身が残ろ

うとも手速 く鮮度第一に調理することがポイントで

あることにようや く気がつ きました。妻はこんなこ

とは当たり前 じゃないかと言う訳であ りますが、私

にとってはそうではな く、まさにコロンブスの卵で

あります。単純と思われることは同じ視点ではなか

なか気がつかないものであ り、考え違いを発見する

ことが次への発展の始まりであり、より早いことが

望まれます。

大学に限 らず国内外に比肩 し得る臨床成績を上げ

るためには、熟練 し相互に信頼できる医師団とコウ

およびパラメデフィカルからなる優れた医療チーム

が必要であり、通常はその編成だけで数年が費やさ

れます。無論、形成できなければそのまま低迷する

ことにな ります。教室は先輩教授の系統的指導下に

体制作 りがなされ、私 も初代教授から当教室の体制

づ くりに深 くかかわってきた一人であ り、何 ら変更

するところなく、す ぐさま診療、研究、教育に継続

して専念できる大変恵まれた条件であると認識 して

お ります。しかし助教授の時には気がつかなかった

いろいろな問題点を発見 したと言 う同期の教授がお

ります。今 まで20年 この教室でやって来て、この度

教授の視点や立場で、果 して発展 を遂げる上で どん

なことが問題であるか?ま ず考え違いを発見するこ

とが私の仕事の始 まりであ りますが、就任 して一ヶ

月、以前とは何 も変わっていないことに気がついて

お ります。
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足腰の強い外科医をめざして

外科学第二講座 教授 葛 西 眞 一

このた び、ll月1日 付 で初代 水戸麺郎教授 の後任

として 、外科学第一二講座 を担当 させて頂 くことにな

りま した。 自己紹 介をかねて、就任の御挨拶 を申 し

上 げます。

私 は学園紛争の真 中、昭和43年 に北大医学部 を卒

業 しま した。医学部で も、研修 カリキュラム、身分、

経済 の保証 を訴 えた インター ン闘争、実質的な研 究

体制 の整備 を訴 えた臨床系大学院 ボイコ ッ ト、そ し

て国家 試験 ボ イコ ッ トなどの運動が行われ ま した。

結局 インター ン制度 は廃止 され、志半ばで臨床系大

学院 を去 った先輩 もお りま した。私は外 科医 を目指

し故 葛西洋一教 授 の第一・外科 に入局 し、今 で云 うス

トレー ト方式 の初期卒後研修 を北炭夕張炭鉱病院 と

富 良野 協会病 院の外 科で過 ご し、麻酔 、救急 、外科

手術 手技 な どの手ほ どきを受 け、2年 後医局へ戻 り

ま した。第 ・外科 は、心臓 、大血管以外 の胸腹 部お

よび一・般外 科 を担 当 し、なかで も腫瘍外 科、臓器移

植、人1二臓 器な どのユニー クな研究 を行 ってお り、

私 も興味 を持 ったわけです。臨床 グループは消化器

外科 に、研 究 グループは肝臓班 に所属 しました。 当

時 の肝臓外科 は、肝癌 の診断 と治療 、なかんつ く早

期発 見 と肝切除手術手技 の確立 に血道 をあげてお り

ました。腹部腫瘤 、黄疸 、腹水 のいず れかが発 見の

糸口 とい う状態で 、オフ タロニー法 に よる α一Fp

が ようや く登場 した頃で 、造影剤 の手押 しによる1(IL

管造影、5cm以 上 でなければ判読 困難 なUS、 肝 シ

ンチが頼 りの画像診断法 で した。 なん とか手術 に持

ちこめて も、大量 出血、肝 、腎不全 な どの術後合併

症 に悩 まされ ました。 この様 な状況で したか ら、研

究テ ーマ も超音波 ドプラー法 による肝癌 の診断法の

確 立、肝腎症候群 や黄疸生体の病態解 明 とその対策、

肝移植 による不全肝の治療 な どで、臨床 に研 究 に明

け暮れてい ま した。故葛 西教授 は若干42歳 で教授 に

就任 され、激動の医学部紛争 な ど色 々 と苦労 された

のか 、「和」 の大 切 さを教 えてい ただ きました。

昭和50年 、本学 の新設 に伴い、水戸助教授 が初代

教授 と して赴任 される事 にな り、総勢5名 の1人 と

して新 教室 づ く りに参 加す る事 にな りま した。私

はそ れ まで、 異国 の地 を経 験 して みたい と思 って

い ま したので、病 院開 院 まで の間 を、米国 クリー

ブ ラ ン ドクリニ ックの 人工臓 器研 究所(先 輩 の能

勢 之彦 教授 が所 長)に 行かせ て頂 き、各種 の人一L

臓 器や材料工学 な どの勉強 をす る事がで き、 また、

金(研 究 費の こ と)の 切 れ 目が縁 の切 れ 目 とい う

大変厳 しい米 国社 会 の ・端 を も覗 き見 る事 がで き

ま した、,

帰 国後 、真新 しい 大学 お よび附属病 院で水 戸教

授 を中心 に教 室づ くりに励 んだ わけです が、テ ー

マ は悪性 腫瘍 の診断 と治療、臓 器機能 の再建 を2

本柱 に、 と くに肝細 胞 の移植 や 人二1二臓 器へ の応 用

に よる臓 器機 能 の代 替 法はユ ニー クな研 究 と して

評価 され ま したが、現在 これ らの細胞 生物学 に加

え、医用 電子 、分子 生物学 、生物 医'1:学 な どに よ

る新 しい研究 も進 め てお りますf,こ の新 しい大学

で、 私 は水戸 教授 か ら 「継 続 は力 な り」の大 切 さ

を学 びま したU

さて、 い よい よ21世 紀 への カウ ン トダウンが始

ま りま したが 、 ノス トラ ダム スの大予 言の如 く、

世紀 末 を迎 え様 々な難 問が露 呈 して きま した。 私

達 も否応 な しに超 高齢化 、少f化 社 会 に加 え、医

師過 剰時代 とい う、 未 だかつ て誰 しも経験 した こ

との ない世 界へ突 入 しま した。 この難 しい 世紀 を

生 き抜 くには、何 とい って も個 々人が足腰 の強 い

医 師 にな らなけれ ば な りませ ん。旭 川医大 お よび

附属病院 は、 そ うい う逞 しい医 師を育 てるため に、

創設 期 の初心 に戻 り、今 こそ 大同団結すべ きだろ

う と思 い ます し、教室 員 ともど も、その歯車 の ひ

とつ として粉骨砕 身努力 する所存でお りますので、

今 後 と も皆 様 の叱咤 激励 と御 指導 、御 支援 を宜 し

くお願い申 し上 げ ます。
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教授就任 にあたって

脳神経外科学講座

本年11月1日 付 けで、初代米増祐吉教授の後任 と

して脳神経外科学講座を担当することになりました。

新任のご挨拶を申し上げます。

私は、鹿児島県川内市に生まれ、鹿児島ラ ・サー

ル高校から九州大学に進み、昭和44年 に卒業 し九州

大学脳神経外科学講座に入局いたしました。初期臨

床研修が終わった時、研究テーマには神経生理学を

選びました。基本的な臨床神経生理学 と実験の手技

をマスター した後、昭和48年 から2年 半パ リの国立

科学研究所 に留学いたしました。ここで、神経生理

学では世界的な権威の、Naquet教 授に師事 し指導を

受けました。初めは睡眠とてんかんの神経生理学的

な研究をおこない、長時聞記録 した山のように積ま

れたポリグラフの分析 をするように命令 されて、夜

遅 くまで孤軍奮闘の毎日でした。その後の研究では、

非常に貴重なセネガル産のマン トヒヒ(ス トロボ刺

激でてんかん発作をおこすphotosensitivebaboon

Papiopapio、 体重10-15kg)を 用いて実験 しまし

たが、噛みつかれないように格闘 しながら実験をす

るという、大変な毎 日を過ごしました。また、脳神

経外科医であることか ら、baboonの 小脳半球切除術

後に誘発 される、片側振戦モデルを用いた研究も行

いました。帰国後、佐賀県立病院脳神経外科で臨床

の トレーニングを2年 間行い、昭和53年 の旭川医科

大学脳神経外科開設時に、初代米増祐吉教授、大神

正一郎前助教授 と共に、旭川にまい りました。パリ

の寒い冬を経験 していたおかげで、旭川の真冬にも

す ぐに順応できました。19年経った今では、冬は薄

着で、夏には極端に暑がるという、典型的な北海道

人になって しまいました。

私の臨床での専門分野は、神経生理学や神経放射

線学を応用 した、脳神経外科疾患の治療です。高次

脳機能を温存できるような脳神経外科の手術は今後

ます ます重要になってきます。日本学術会議 も21世

紀は 「脳の世紀」 と位置付けて、脳疾患の治療に関

する研究や、脳の高次機能についての研究が必要で

あると報告 しています。

教授 田 中 達 也

1995年 度に旭川医科大学病院に導入されたカナダ

ISG社 のViewingWandは 、コンピュータによる手

術支援システムとしては世界で最も先進的な装置で

す。旭川医科大学脳神経外科は、この分野において

は日本でも先進的な臨床と研究を行ってきてお りま

す。今後、この装置を用いた臨床研究をさらに発展

させて、てんかん手術や、脳腫瘍、脳血管障害、脊

髄の手術に積極的に応用 して行きたいと考えていま

す。また、てんかんの外科は機能的脳神経外科の中

でも最 も注 目されている領域 となっています。昭和

63年 には、世界で最 もてんかん手術の症例が多い、

MontrealNeurologicalInstituteの 脳神経外科 に

留学 し、主任教授のDr.Olivierに てんかん手術を指

導 していただきました。その後、旭川医科大学脳神

経外科でもてんかん手術を始めました。北海道人口

500万 人のうちてんかん患者は約4万 人 も存在 し、

統計学上ではこのうちの10%に あたる約4000人 もが

手術の必要な難治性てんかん患者です。手術症例は

現在までに60例 とやっとスター トしたばかりの状態

であり、今後ともしっか り取 り組んでいきたい と思

います。

また、旭川医科大学脳神経外科が地域医療 を担っ

ていく上で脳血管障害はその頻度の高さからも大切

な分野です。関連病院では、脳血管障害の治療が中

心 とな ります。 ところが、大学病院の性質上、3次

救急指定の状態では、脳血管障害の症例は、必ず し

も多くありません。関連病院と協力 して、地域のニー

ズに答えられる臨床および臨床研究 も積極的に進め

る所存です。この他、これからの高齢化社会を考え

ると、高齢者に特有な脳の病気や痴呆などの臨床研

究も真剣 に取 り組んでい く必要があ ります。

最後になりましたが、旭川医科大学の発展のため

に、医局員と力を合わせて、精いっぱい努めていく

所存であ ります。皆様の、ご協力宜 しくお願いいた

します。
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随 想 ～父の死とインフォームド・コンセント～

泌尿器科学講座 教授 八 竹 直

今年の6月 に85歳 の誕生 口が 目前の父 を沼津の市

立病 院で亡 くした。稀 といわれ る皮膚原発の悪性 リ

ンパ腫が死 因であった。 その父 の闘病生活か ら医療

者 と患者の1い わゆ るインフォーム ド・コンセ ン ト」

の難 しさを改めて考 えさせ られた。

父 は昭和12年 に阪大医学部 を卒業 し、軍医 として

ビルマ(今 の ミャンマー)戦 線 を生 き延び、50歳 ま

で勤務医 として、 その後80歳 まで町の内科開業医 と

して過 ご した。引退後、私の弟のい る静岡県の沼津

での生活 を楽 しんでい た時の発病であ った。

昨年の秋 、手足 に出来た隆起性の発疹が拡大 して、

治癒 傾向が ないため 市立病院の皮膚科 を受診 した。

皮膚 科医は立 ち所 に一ヒ記 の疾患 を疑 われたようであ

る。その時の父への説明 では 「菌状息 肉腫」で はな

いか と言われ た と私 に電話で話 してい た。その際、

これ は リンパ球が 関係 している らしい との説明 を受

けた らしか った。 父の古 い知識 か らでは 「菌状…」

と言 う病名 や リンパ球 の関 与か ら感染性 の疾患 と判

断 したい ようであ り、早い治療 を希望 した。 しか し

皮膚 科では腫瘍 部の生検 や骨髄検 査、CTな どな ど

の検 査予定 がい っぱいで治療の話 に進 まない とかな

り不満 を持 っていた。その後T細 胞型の悪性 リンパ

腫 と言 う診断名がついて 、主治医 は詳 しい話 を何度

もされたようであ る。本人 も悪性(?)腫 瘍 である

と認識 は した ようで あったが、数週間後その病院 を

訪 ねた私 に、 ここ1、2年 足 に 「霜焼け」が出来て

いて、そこか ら菌が 入ったに違い ない と 「感染」の

概念か ら抜 け出るこ とが まだ出来 ないか、その こと

に救い を求め たい ようで もあった。

抗癌剤や イ ンターフェロ ンの投 与で ・時 は改善傾

向を示 した腫瘍 も今年 になって増悪 し、最後の放射

線治療 もあま り効果 な く死亡 した。

どの ような腫瘍 の闘病 も辛い ものではあるが 、皮

膚 の腫瘍 の場合 、それ を覆 うものがな く、患者 白身

に もその進行状況 が見えて しまう。 また五感 の ・つ

である皮膚 の疾患 はた まらな く不快 ら しか った。そ

れ を理解 してお られたか らこそ と思 うが、主治医は

週 日は言 うに及ばず、 日曜 まで も一 日に数度は腫瘍

部 の潰瘍 の治療や症状 を見 に病 室に来 られ、その都

度丁寧 に病状 や新 しい治療法の必 要性 な どの説明 を

繰 り返 して くだ さった ようである。父 もその主治医

の ま じめで献 身的に治療 して くれる人柄 には非常 に

感謝 し信頼 していた。 しか し主治医 には申 し訳 ない

が、最後 まで この病気 自体 について は半信半疑 だっ

たよ うな気がす る。

最近、 インフォーム ド ・コンセン トの必要が強 く

叫 ばれている。 日本語では 「説明 と同意1と か 「納

得・と選択1と 訳 されているが、父の例 を引 くまで も

な く、 この事 はなか なか難 しい。患者 さんに病状 を

充分に、かつ分 か り易い言葉で説明す るの は当然の

ことである。 しか し現実 には医療者側 の知識 を完全

に理解 して もらうのは困難であろ う。 また家族か ら

患 者に総てを話すことを拒否 される場 合だってある。

さらに 「同意」 や 「選択1に 至っては もっ と難 し

い。あ る疾患 に複数 の治療法があ り、治療効 果、侵

襲度、副作用な どが同程度であればお互 いに納得 し

て治療法の選択 がで きる。 しか し現 実 には患者の年

齢、病状 などの因 臼 こよって薦め られる治療法 は限

られ て くる。父の場 合 も本人や家族 にはほ とん ど治

療 に選択の余地は なかった ように思 う。

父 と主治医 とは病因論 につ いて以外 はす ご く良い

関係 であった。客観的に見て、そこには人間同十 の

気持 ちの触 れ合いがあ った ように思 える、,主治医 を

信 頼 して死 ん でい った。 これ を見 て も私 には イン

フォーム ド ・コ ンセン トは人間の信頼 関係が基本だ

と思 える。 もちろん説明 を理解 して もらう技術や方

法 も必 要か もしれない。 しか し信頼感 に乏 しい人か

ら何 十回説明 を聞か され て も、命 を任せ る気 にはな

らないのが人間ではない だろうか。

人間であ るか ら必ず しもすべての人か ら信頼 され

ることは難 しいか もしれない。信 頼は気持 ちの触れ

合いか ら生 まれて くる。 人間同士 には確 かに 「馬が

合 う」 とか 「周波数が合 わない」 などとい うこ とが

ある。 しか し医療 者は周波数の幅 を広げて、 より多

くの 人か ら信頼 され ることが必要 とされている。 こ

の幅 を広 げる具体的 な方 法は各 人で違 うのだろ うけ

れ ど、専門分野の学問の勉 強だけでは広が らないの

は言 うまで もない。今後 とも人間性 を高め、常識 を

広 げ、多 くの人 と付合い、周波数の幅 を大 き く広 げ

たい ものである。
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卒後10年 に思 うこ と

早いもので我々9期 生も卒業後10年が経ちました。

私ども9期 生の学生時代 は、開学時まさに新進気鋭

で学生 を厳 しくご指導下さった教官の方々もやや丸

くなられたと評判の頃で、 しかも1、2期 生が経験

された創設期の苦労が忘却 となりそうな頃で した。

そんな環境の中、9期 生は泰然と学生生活を送 りま

した。卒後10年 を迎え、同期の皆さんは学生時代に

培ったおおらかさを武器にそれぞれの道で目標に向

かい適進 していることと思います。

現在私は大学に在籍 し、眼科外科医(網 膜硝子体

外科医)を めざし修行中です。私は卒業と同時に保

坂現名誉教授が主宰する眼科学教室に入局いた しま

した。私が大学6年 生の年は、本学1期 生の吉田現

教授がハーバー ド大学での留学の後、1年 間の釧路

赤十字病院勤務を終え、講師 として大学に戻 られた

年で した。ポリクリなどで本学の先輩が活躍する姿

を目のあた りにし、眼科に魅力を感 じ眼科入局を決

意 しました。眼科は内科や外科と比べると学生には

馴染みのうすそうな科です。また、一般の方々の中

には眼科 と言 うと、いわゆる 「目洗い医者」を連想

される方がまだまだいらっしゃいます。しか し今や、

眼科治療の主体はマイクロサージャーリー(顕 微鏡

下手術)で す。当眼科医局では開学以来、この最先

端の手術手技を積極的に取 り入れ、治療 を行ってい

ます。医者の将来を決定する上でとても重要な初期

研修の卒後3年 間を私は大学に在籍 し、眼科学の基

礎 を諸先輩からみっちり仕込んでいただき、最先端

の手術治療を勉強することが出来ました。その後、

北見 と釧路の赤十字病院にそれぞれ1年 と1年 半勤

務 し、臨床の研鐙を積みました。いずれの病院にも、

同窓の先生は殆 どお らず、大学の名を汚さぬよう若

輩なが ら、肩に力を入れ、背伸びをしつつ、孤軍奮

闘いたしました。医局の庇護を離れ、ひとりになり、

すべての責任を自分が背負う立場とな り、真の意味

での大人の自覚が芽生えたのを記憶 しています。釧

路赤十字病院在職中に、吉田教授からハーバー ド大

学への留学の話があ り、ボス トンで2年4か 月間、

研究の日々を送 りました。ハーバー ド大学では硝子

体に関する研究を、臨床 と基礎の両面から行いまし

た。幸い幾つかの論文を書き上げることができ、自

第9期生 引 地 泰0

分なりに満足のい く成果が得られました。また帰国

後、留学中に行った仕事で学位をいただくこともで

きました。その後、ハーバー ド大学で学んだ網膜硝

子体疾患に関する知識を臨床に生かすべ く、札幌厚

生病院の眼科主任医長として、2年 間勤務しました。

この病院は症例が非常に豊富で、道内各地から紹介

患者が受診 し、また眼科手術 も年間500件 を超えて

おり、重症例の網膜硝子体手術を数多 く執刀するこ

とができました。ボス トンで学んだ知識を臨床の場

で実践できる千載一遇のチャンスであ り、網膜硝子

体外科医 として技術的にも精神的にもその土台作 り

をすることができました。

この4月 か ら再び大学に復帰 しました。現在眼科

医局では吉田教授 を中心に患者さんへの開かれた医

療を目指 し取 り組んでお ります。その一つが数年前

から始めた、患者さんの家族へ手術を公開し、家族

の協力を得ながら術後の治療 をより有効に行 うとい

う試みであ り、また画像伝送システムを用いて全道

各地の医局関連病院を結び、各地の患者さんがその

場で高度な医療を受けられるよう取 り組んでいます。

先 日はこの画像伝送システムを使 って、ハーバー ド

大学で行われている早朝カンファレンスにほとんど

の医局員が参加 し、日米間での討論 を1時 間30分 に

わたり行いました。さらに現在は3D(三 次元立体)

画像の伝送システムの開発 に取 り組んでお り、この

プロジェク トに私 も参加 してお ります。大学への復

帰 とともに病棟医長の任を仰せつか りましたので、

診療、研究、さらには教育にと尽力 してお ります。

そして私の目標であ ります優秀な網膜硝子体外科医

に成長すべ く、精進 しているところです。

最後になりましたが、10年 間の大変有意義な研修

を積む機会を与え、辛抱強 くご指導 くださいました

保坂名誉教授、吉田教授ならびに同門の諸先生、母

校の教職員の皆様、各病院のスタッフの皆様に、厚

くお礼申し上げます。さらに、これまで医師として

私を育てて くださいました多 くの皆様のご好意に報

いるよう、卒後10年 を迎え、新たな気持ちで今後 も

微力ながら社会に貢献したいと思ってお ります。

(眼科)
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日本に留学は人生の勉強に

整形外科学講座 白 躍 宏

私 は中国の最 北端の都市 一ハ ルビンか らきた留 学

生です。私 は1983年 にハ ルビン医科大学医学部 を卒

業 して、本大学附属病院整形外科で講師 と して勤め

て います。1993年 の秋 に、私 は訪問研究員 と して旭

川医科大学 の整形外科学講座へ共 同研究 に来てい ま

す 。 この時か ら私が 、 日本 で留学生活 を体験 しは じ

め ま した。最初に、 目本語が あ まり話せ ませ んで し

た。時間の流 れに従 って、知 合い も増 え友達 も出来

ました。 そ して先生 や知合 いか ら日本語 を教 えて も

らった り、段 々f(本 語が上 手にな りま した。 白分の

努力及び整形外 科σ)先生がたの熱心 なご指導 によ り、

3年 前 に本大学 の大学 院医学研究科博士課程 に人 り

ま した。 これか ら4年 間勉強 ・研究が続 きます。

人生の勉強にも
留学は、私が本来ただ 自分の研究分野で 層 勉強 ・

専攻す るこ とだ と思い ました。 ところが、 日本 に留

学 してか ら、このイメージは変 わ りま した。留学 は

自分の研究分野 のためのだけではな く、人生 の留学

となる と考えてお ります 。この3年 間の留学生活 の

中で、 白分の専門的な知識 を広 げた り、研究 の能力

を向 ヒした りす るほかに も、人生 のいろいろな面で

も欠 くことが出来ない勉強 になると実感 してい ます。

勉強 ・研究 の面 では収穫 はい うまで もな くそれ以外

に もおお くの見解 も得 ま した。

触れ合いを大切に
私 は平 日は大学 で勉 強 ・研究が1亡しいの で、交流

の範 囲が 限 られてい ます。 しか し大学 で学生課、旭

川市で 日本 中国友好 協会お よび旭川市 国際交流委 員

会な どが様 々な交流機 会 を与えて ドさいま した。一ヒ

富良野の ラベ ンダーや当麻 の鍾乳洞 の観光 な ど大学

で年2回 留学生交流 会が あ りま した。 また、旭川 日

本 中国友好協 会 と旭川市 国際交流委 員会では、毎年

日中友好新春の集 い、夏 の海 水浴 キ ャンプ、冬の ス

キーな どの交流機 会が あ り旭 川博物館 、男 山酒造i二

場 、大雪窯 、茶道 を案 内 して くだ さった。上川支庁

では旭 川市 内の見学 ・体験 があ りました。私 はいろ

いろな経験 を得 て、研究以外の視野が広 げ られ まし

た。 この ような友好 ・親善交流の活動 を通 して、広

く多 くのH本 人 と触 れ合い ま した。た くさんの素晴

ら しい 日本人の友達 を作 りま した。以上 のいろんな

活動 を通 して、私 は[本 文化及び 日本 人の習慣 ・風

俗 をもっ と深 く理解す るようにな りました。

永遠の友好を期待
最後 にハル ビン市 と旭川 市 とは姉妹都 市になるこ

とに関 して少 し話 したい と思い ます。ハル ビン出身

のわた しとしては、2年 前の秋 に友好姉妹都市 になっ

た ことに光栄 だ と思 う同時 に、肩 に重い任務 を立つ

と感 じられてい ます。ハ ルビン市は、北 海道 と友好

都市関係 にある黒龍江省の省部だけではな く、旭川

と緯度 をほぼ同 じくす る人11930万 人の中国東北部

最大の都市で、国内及び隣国 との貿易 、物流の拠点

都市です。 更に国際空港 を擁 し、重工業が発展 して

い る中国第7番 目の規模 をほこる都市ですC,中 国は、

改革開放政策の もとで飛躍的 な経 済発展 を続 けてお

り、今や世界各国の注視 の的になってい ます。北海

道 ・旭川市 との友好姉妹都 市の建立は、経済交流 は

もとよ り文化、教 育(特 に旭川医科大学 とハル ビン

医科大 学の 友好 交流)、 スポーッ、産業、技 術、 人

事 など多方而にわたって関係発展が期待 で きる大 き

な事業だ と確 信 してい ます。永遠 に両都市友好 の関

係 を保持 してい くことを心 か ら願 って、子々孫 々に

わた るハ ルビン市 と旭 川市 との友好のため、微 力な

力で貢献 したい と思 い ます。

σ選
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医学科第3学 年 安井 文智

解剖 学実習 は4月 の中旬 か ら始 まった。医師 を志

す先輩達 が越 えて きたこの道 を、 自分 も遂 に越 えな

ければな らないのか と、意気込み と不安 を抱 きなが

ら、初 めて実習室 に入 った。 その部屋は、思 ってい

た よ りも明るかった。 そ して、 こんなに明 るいのは

学ぶためだ、この部屋 で学ぶんだ と気合いが入った。

御 遺体 を前に して、で きる限 りのことを学ぼうと誓 っ

た。 また、この実習 は医師 になるため に 「越えなけ

ればな らない もの」 とい うよ りも、 もっと積極 的に

「学びたい もの」 なのだ とい うことを実感 した。

御遺体 か ら学べ るこ とは限 りが無 く、 これ らか ら

どれだけが得 られるかは実習の仕方次 第だった。 で

きるだけ根気 よ くや ろ うと努めたが、ある程度 は妥

協 も必要 だ った。 しか し、「後 悔 のない よ うに」 と

い うこ とは常 に思 っていた。教科書か らは得 られな

い ことをこの実習か ら学ぶ ことがで きて、 この よう

な機会 はおそ ら くもう無いであろ う、少 な くともこ

の御遺体から学ぶのは今 しかないということがわかっ

ていたからだ。献体 して下 さった方にはそれぞれの

人生があ り、その体の全てのものがその方の人生を

反映 しているように思われた。確かに、脈管の走行

や各臓器の様子など、図譜と異なる点は数多かった。

2か 月半に渡る実習を終え、9月 に行なわれた慰

霊式では、御遺族の方々が多数いらしていた。献体

して下さった方には、自らの人生の重みの他 に、こ

のように悲 しむ御遺族があって、これらこそが、御

遺体を単なる教材たらしめない理由なのだと実感 し

た。実習や慰霊式を通 して、医学の発展に対する深

い理解を示 して下さった方々に触れたが、その高い

志には、敬意 と感謝の意を表さずにはいられない。

本当にありが とうございました。あの明るい実習室

で見たもの感 じた ものを忘れずに、医師になるため

より一層学んでいこうと思う。

轡

4

f

レ

,一
,;窯耀 麟婆 頚 勲1謹羅 甑輔'

医学科第3学 年 竹内亜紀子

合同慰霊式の日、次々来場する御遺族の方々を見

ながら、私たちは大変なことをさせて頂いたという

ことを再認識 していた。大切な肉親を献体 して くだ

さったことを感謝する気持ちでいっぱいだった。御

遺体を敬 う気持ちの強い日本において、献体は非常

に貴重であ り、それを決意 された御遺族、故人には

本当に頭が下がるとしかいいようがない。私自身、

肉親を亡 くした経験があるが、献体をすることを決

めるには相当の勇気がいると察せ られる。それをこ

のような未熟な私たち学生に託 してくれた御遺族の

方々の気持ちを考えると、医学への、ひいては私た

ち医師になる者への期待 というものを非常に重 く受

け止めなければならないと思った。

3カ 月におよぶ解剖実習の間は、貴重な機会を大

事にしようと思 う余 りに解剖一色の毎日だった。休

憩もとらずに一心に取 り組んで、気づいたら外は真っ

暗という日が続いた。それほど真剣 に取 り組んでも

まだ十分ではなかったかもしれないと思うほど、人

の体 は複雑で不思議なものであ り、自分のからだが

同 じようになっているのが信 じられなかった。爪の

先ほどの小 さなものが非常に大事な働 きをしていて、

時にそれが人の生命を左右 したりすると思うと、と

ても不思議な気が した。何から何までが机の上での

勉強では得 られない知識で、御遺体は何よりも多 く

のことを教えてくれた。私が一人前の医師になった

ときには、自分一人の力でなったなんて決 して思わ

ず、このような方々に支えられて医師の資格を得、

医療 に従事 させていただいているとい うことを忘れ

ないでいようと思 う。慰霊式の間中、故人と御遺族

に向かって、感謝の言葉 と、この気持ちを明日には

すっか り忘れているなんてことは決 してなく、必ず

立派な医師になりますという誓いを述べた私だった。

一9一
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剣 道 部
医学科第3学 年 宮内 和誠

旭川医科大学剣道部 は、今 か ら23年前の1974年

(昭和49年)の6月 に、1期 生、2期 生の部員、総

勢9名 により発足 しました。当初は、今のような武

道場 もなく、体育館 もなかったため、練習場の確保

が難 しく、屋外での活動が主だったそうです。又、

師範の斉藤新吉先生には、そのころに大雪青年の家

で行った合宿でお世話 にな り、それから今に至るま

で、20数 年間も我々部員を御指導下 さっています。

昔は、剣道は比較的盛んで、総部員数30名 を数え

たこともあ りました。 しか し、今では、剣道は他の

スポーツに比べ、ややふるわな くなってきており、

部員の減少が大 きな課題 となっています。

しかし、少数ながら、昔の北海道地区大会準優勝

等のすばらしい成績には及びませんが、今年の東 日

本医科学生剣道大会において、ベス ト8と いう、近

年稀 な好成績 を修 めるこ とがで きま した。

OBの 先生方の話 に よります と、昔の練習 は、相

当厳 しい ものであった ようです。今 も、厳 しいこ と

は厳 しいのですが、それ以上 に 「楽 しむ」 ことが活

動のモ ッ トー となっている ようにお もい ます。練習

内容 も、部員全員の意見 を取 り入れ なが ら考え られ、

効果的かつ楽 しめるオ リジナ リテ ィに富んだ ものに

なってい ます。参加 は各部員 の自主性 にまかせ られ

ているので、いやいやなが ら部活 に来る ような部員

もお らず、全員が、やる気 と目標 をもって、楽 しく

部活 に励んでい ます。

最後 にな りま したが、毎年 、多大 な援助 をして下

さるOBの 先生方、顧 問の野 中聡先生、 さらに我 々

は じめ 、歴代 の部員 を通 して御指導 をいただいてい

る師範の斉藤新吉先 生に、心か らお礼 を申 し上げま

す。我 々部員一同、 これか らも剣道 を通 して、心 と

体 を鍛 え、立派な医師、看護婦 となることを約束 して、

この文章 をしめ くくらせていただ きたい と思い ます。

東洋思想研究会
医学科第6学 年 谷山 宣之

「内なる世界への探究」
この部名を聞いたことのある方は、なんとも怪 し

い団体なのだろうと思われた方が多いと思います。

頭 を丸めて滝にでも打たれているような団体か、そ

う誤解 されないでもない先輩 もいなかったわけでは

あ りませんが … 。 しかし、私たちは、将来生命

を託 される仕事につ く身であ りなが ら、生命 とは何

なのだろうか、生 とは、死 とは ・・と深 く探究する

機会が余 りにも少なく思います。私たちは、この探

究の成果が、現在の私たちの生 き方に大 きな影響を

持つことに気づ き、医大祭を中心に大学内外に訴え

かけてきました。 また、顧問の岡田先生には、大変

お世話になり、また基礎の先生方には、さまざまな

ご意見を伺 うこともありました。

残念なが ら、本年度からの医大祭では発表する機

会がなくなってしまいましたが、ふだんか らの友人

との語 らいの中で、皆様方にもさまざまな意見を交

わ していただける ことが私 たちの願 いで もあ ります。

生命尊厳の東洋思想 か ら現代の医療 を考 える とき、

さまざまな問題 にぶつかって きます。脳死、尊厳死、

自殺、延命治療 ・・。その問題 に対 して、医 師を目

指す私 たちは、確 固たる医療哲学 とい うべ きものを

持つべ きであ ろうと思い ます。私 たちが医療 の現場

に出 たとき、多 くの患者 さんが、私た ちを医師 とし

て も、 また一人の人 として も大 きな質問 を投 げかけ

て きます。 どう して 自分が こんな病気 にならなけれ

ばならないのか、 どう して 自分 は死 なな くてはな ら

ないのか、その恐怖 と不安。私た ちはどう答 え(応

え)れ ばよいので しょうか。6年 間の講義 では得 ら

れ ない この答 え(応 え)は 、や は り、私たち学生時

代に多 くの友人 との語 らいの中で得 られるもの と思っ

てお ります。 これが、東洋思想研究会の 目指 してい

る もの とも言 えます 。 クラブ今昔 とは言い難 い もの

となって しまい ま したが、旭川医大の後輩たち一人

一人がすば ら しい医 師になれます ことを願 ってお り

ます。
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研 究 室 紹 介

■医学部附属動物 実験施設■

文部技官 千 葉 博 信

動物実験施設は昭和50年11月 に共 同利用施設 と し

て創設以来22年 日を迎 え ました。施設長 は歴代6人

目の坂本教授(生 理 学第二講座)、 専任教官の田中、

教務職員の中谷、技 官の浜 中、高木、金平(飼 育主

任)、 稲 場、清水、千葉 、鮫沢、早 川 と山 田主任事

務官 、松 田用務補助 員、 シルバ ー人材派遣セ ンター

の一永 さんを加 えた14人 の人員 です。

当時 われわれ技 官は田中教官、 中谷教務職員の指

導 に より動物実験施 設技官 としての基本的技術 を習

得 し、 口本実験動物協 会主催 の 日本実験動物技術 師

免許を取得 し、学生実習へ の参加 、実験者の研 究補

助 な ど現在 は一人々がそれぞれの個性 を発揮 出来る

までに至 りま した。 また、 日本実験動物技術者協 会

に所属 し研究発表及び講習会な どに参加 して動物実

験 関連の人々 との積極的な交流 をはか ってお ります。

さらに学 内LANを 利 用 し全 国技術者 とのe-Mail

での情報交換、動物 実験施 設ホームペ ージ(http:/

/VVwVV.asahikawa‐med.ac.jp/animal/default.html)

によ り学 内外へ情報 を発信 しています。

現在実験飼育 されている動物種 は、マ ウス、 ラッ

ト、ゴールデ ンハムスター、チ ャイニーズハムス ター、

ウサギ、モルモ ッ ト、 イヌ、 ネコ、ブ タ、サ ル、 コ

モ ンツパ イです。以上の動物 を無菌動物 、SPF動

物、 クリー ン動物、 コンベ ンショナル動物 と微 生物

学的 グレー ドに対応 した飼育環境 の中で適正 な飼育

管理の もと維持、生産 し実験 者へ供給 してい ます。

P2レ ベ ルの実験 が可 能なバ イオハザ ー ド安全対

策室、高性能除菌 フィル ター を完備 したSPF動 物

飼育 区域、 ヌー ドマ ウス など免疫不全動物の実験飼

育が可能 な高性能環境飼 育室、一般飼育室(マ ウス、

ラ ッ ト)に 中性能除菌 フィル ター を備 えたラ ミナフ

ロー飼育 ラ ックを配備 、 ビニールアイ ソレー タ内で

の無菌動物の飼育 も可能です。X線 室 、中動物実験

室 を備 え、エチ レンオキサ イ ドガス滅菌装置 、高圧

蒸気滅菌装置、 自動洗浄機 、床敷 きチ ップ庫 な どは

利用者へのサ ービス と して も使用 しています。 コン

ピュー ターによる空調制御 お よび監視 システムによ

る飼育環境の保証。施設 への出入 りにおいてはカー

ドを使用 したセキ ュ リテ ィ監視 システムの導入。

施設技官 は飼育管理全般 をほ とん どの区域 でお こ

なってお り実験者 に負担 のかか らない体制 を取 って

います。動物 を使 用する利用者 には実験計 画書 を提

出 していただ き動物運営 委員の先生方 に承認 されて

初めて実験動物を使用 出来る方式 になってお ります。

動物 の苦痛 を最小 限 に し最小 の動物数 を使用 し質の

高 い実験 をお こなって頂 くため3Rの 理念 に もとず

く方法 を取 り入れてい ますので よろ しく御理解 くだ

さい。最近注 目されている遺伝子改変動物 トランス

ジェニ ックマ ウス、キ メラマウス、 ノ ックア ウ トマ

ウスに対応す るためマ ウスの胚 の操作及 び凍結保存

のル ーチ ン化 を来年度lllに 確 立すべ く進 めてお り

ます 。

当施設 は動物福 祉 を遵 守する共 同利用施設 として

全学 的に活用 されてお り、利用者 に精度の高い実験

を行 って頂 くため よ り良い環境 を提供 したい と考 え

てお ります ので、今後 とも宜 しくお願 い致 します。

i

解 剖 体 慰 ・'霊式 公開講座実施される

平成9年 度解剖体慰霊式が9月24日(水)午 後1

時30分 から本学体育館において執 り行われました。

本年度の対象御遺体は、系統解剖38名 、病理解剖

41名 、法医解剖66名 で、慰霊式 においては、諸霊の

御霊に対 し御冥福をお祈 りするため黙とうが行われ、

引き続 き久保学長 と学生代表(医 学科第3学 年有馬

健)か ら追悼の辞が述べられました。

その後、御遺族 と御来賓の方々及び教職員、学生

の代表から献花が捧げ られ、亡 くなられた方々の御

遺徳を偲び御冥福を祈念 しました。(庶 務課)

講叢1蕪繋 雛鑛

本 年度 も旭川医科大学公開講座 が 「糖尿病 のすべ

て」 をテーマに、 ニュー北海ホテルで10月2口 か ら

31日 までの間実施 され ま した。

今 回は眼科学講座の吉 田教授が企画 されたもので 、

近年 ます ます増加 してい る糖尿 病 について、12名 の

講師がその症状 ・合併症 などについてあ らゆる角度

か らわか りやす く講義 を行い、講義 中熱心 にメモ を

とる受講者 の様子や、受講者か らの多数 の質問 に糖

尿病 に対す る関心 の高 さが伝わ って きました。

(学生課)

讐
ノ ノ 巳
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教 官 の 異 動
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

外 科 学 第一

教授 笹 嶋 唯 博

外 科 学 第二

〃 葛 西 眞 一

脳神経外科学

〃 田 中 達 也

第 二 内 科

講師 伊 藤 博 史

小 児 科

〃 室 野 晃 一

整 形外 科学

〃 岩 原 敏 人

羅羅 藩難 藩1、'ニ ゾ撃響 騨
歴一 一一 一 一～ 鰍 瑠灘㌦ 証 纏 講擁欝 灘

ロ ビ ー な どは整 理 整 頓 〃

学生ロビー ・談話コーナー ・ロッカー室 ・体育

館及び更衣室などはみんなで利用する場所です。

私物 ・クラブ物品など放置 してお くのはやめま

しょう。

紛 失 ・盗 難 に注 意 〃

置き忘れに注意し、貴重品は常に携帯。更衣ロッ

カーに保管する場合は各自で施錠するように。

冬 期 問 も安 全運 転 〃
雪道になりました。車を運転する場合は十分注

意すること。

学 内 は土 足厳 禁 〃

学内はすべて土足厳禁です。雪が入ると滑るな

どして危険です。みんなで守 りましょう。

忽 含

小 原 剛

雑 感

慌ただ しかった1997年 も過ぎ去ろうとしている。

あ と残 り僅かな20世 紀 も過 ぎ去 り、私たちは時間

に押 し流 され るように世紀末 を駆け抜 けようとし

てい る。今世紀 を未来の人類は、どのような世紀

として語 り継 ぐのであろうか。「戦争の世紀」、「民

族の世紀」、「ス ピー ドの世紀」 など、最近いろい

ろ と語 られている。 日本人にとっては長い鎖国か

らや っと抜 け出 し、世界 とのつ き合いを始めるも

戦争 に突入 し、戦後はひたす ら経済的繁栄 を目指

してきた世紀であった。多 くの犠牲 とス トレスの

中か ら生 まれた経済的繁栄 も1980年 代のバブルで

そのピークを迎え、バブルの崩壊 とともに経済大

国 日本 も消 え去 ろうとしている1997年 末である。

英国の繁栄は1世 紀続 き、米国のそれは半世紀続

いたが、 日本の繁栄は僅か20年 程で終 りを迎 えて

いるようだ。「おれたちひょうきん族」 に代表 され

る浮かれ騒 ぎの1980年 代 も遠 くにな り、バブル崩

壊 とともに、日本 も日本人も壊れてしまったようだ。

英国や米国は経済システムをリス トラし再生に向け

て歩んでいるが、自己変革の不得意な日本は外圧と

いう黒船がやってきても、その作業を遅々として進

めないようだ。社会 ・経済に関 しては、20世紀末の

日本はまさに世も末の状況のようだ。特に今年は、

神戸の連続殺人事件、企業 と総会屋に代表される裏

社会 との繋が り、円安 ・株安に反映された日本売 り

など、社会的にも経済的にも閉塞感が強まった一年

だった。さらに日本の社会 と心の暗闇が一斉に表に

あぶ りだされたようだ。暗い森にさまよったのは神

戸の少年の心だけでな く、時代もさまよい、抜け道

を見いだせなく閉塞感だけがつのっている。マスメ

ディアより毎日、膨大な量の情報が無整理 ・無秩序

に垂れ流され、それとともに私たちは徐々に無感情 ・

無感覚になり、想像力はかき消され、心 まで消費さ

れ消耗 してい くようだ。情報化社会では、人の心も

単なる一つの情報にしかす ぎず、また溢れ出る情報

の洪水の中で溺れ、消費されてい くものなのか。暗

い世紀末の後に何 らかの光明 もみえてこない現在、

少なくとも既に繁栄から衰退を経験 したラテン系諸

国の人生観 ・生活観 をのぞ き見、明るい衰退を迎え

るの も悪 くはないか。

なにはともあれ、何 とも暗い一年だったが、この

原稿を書いている時に日本サ ッカーチームがイラン

を延長の末3対2で 破 り、1998年 ワール ドカップ ・

フランス大会への初出場を決めた。まっ、一つ くら

い楽 しいことがないと、やってられなかった1997年

でしょう。万歳、日本イレブン1

(内科学第三講座 助教授)
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